
 

柚子         松下 幹生              

 

庭に柚子の木 幼い頃に 
父が植えてた 思い出の木 
夏には白い 可憐な花を 
晩秋に 枝にいっぱい 実をつける 
汚れなき人 美人になれと 
願いを込めた ゆず風呂に 
幸せな日々 過ごし来た 

 
 
月日が過ぎて あなたと共に 
父母の前にて 挨拶をして 
娶（めと）る許しの 頭を下げる 
父はただ 黙って席を 立ち上がり 
庭を眺めて 遂に来たなと 
柚子に呟く 独り言 
幸せになれ 願う父 

 
 
初孫を抱き 目尻を下げて 
あやす姿を 柚子が見下ろす 
春の庭先 至福の時間 
代々（橙）に 栄えるように 願い事 
庭木に託す 一途な思い 
家族の末を 思いやり 
幸せ願う 親心 

 
 


